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畷題名
暖地水田における土製窒素発現特性と施肥技術

(4)茎の窒素含麓と収堂及び品質との関係
分類 ②

鼠 験研

究年次 61～63年（完了）

２日町

茎の窒素含堂と収麓及び品質との関係を明らかにして栽培法の適正化と品質向上を図る。

皿課願万法

１供誤掲所

２供試品種及び作期
福岡県農業総合識験掲筑後分掲
｢いそなみ」 、 普通刈栽培

３賦験区の構成 (茎の窒素含量の違いを設定） ２区制（62,63年）

No. 試験区
l瓶、温意（lWk”ノ１，コ】

一聖日-口＝・ひご皿_竺

下面-ず坐希z-了５－薯聖蓋Ｌ
１２/Ｒ乳/1Ｒ〃ノワ１〃バヮＥ,⑥Ｐ"'，

合叶

詮ｏ一一４５４３５２
‐－勺マーー■『亭Ｕ‐⑭ｰ星み ＆』

２基肥３・慣行〕自肥区３－－４６４５４３５２
３つなぎ肥・早期追肥区８３４６一一４５４３５５
４つなぎ肥・慣行追肥区３３－－４６４５４３５５
５基肥６．早期追肥区６４６－－４５４３５５
６基肥６．慣行追肥区(額）６－－刀垂姫公‘、

４ 鯛恋方法

(1)茎色水稲用カラースケールを使用し、１区につき生育中庸な10棟の最長茎の中央部を小数鰯１位
63年は２区制の調査）．まで鏡み取った（62年は１区制、

(2)茎の窒素含堂 1区につき10株を抜き取り、ケルダール法で分析した。

(3)材質特性 1区につき120cm以上茎の40本について鯛査した。

皿主要成果の概要

１

４月中旬の茎色と収堂（乾茎重）との間には正の相関が認められる。また茎色から茎の窒素含量を推定できる
（前記成果８）ので、「いそなみ』普通刈栽培の収量目顎を1200kg／lOaとした勘合、カラースケール値5．５（
窒素含堂１．６乾物％）程度となるように第１回追肥を施用することが重要である。

２標準施肥堂
(窒素成分55kg／lOa）では、硬度70％以上を目顧とした鋤合､５月上旬にカラースケール値５．０
３乾物％）程度となるように追肥を施用すると材質が向上する傾向が鯉められる回

３

(窒素含堂１．

窒素栄義診断は茎の窒素含急が減少し始める４月上旬から行い、診断紹呆に塾づいて４月中旬から５月上旬ま
での茎色の低下がカラースケール値５．５から５．０程度となるように追肥で鯛整することにより、収堂及び品質が向上する．

－７８－
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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カラースケール値（茎色）

第１図収泣と４月中旬の茎色の関係（62,63年）

鰯１表収堂翻査
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第２図材質特性
カラースケール値（茎色）

(硬度）と茎色の関係（62,63年）

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１今後の施肥法改善の基礎炎料となる．

Ⅵ今後の研究上の問題点

１栽培法の異なる圃掲での検討（現地）
２各品租における検肘

Ⅶ資料名

．１６１~63年度福岡県農業総合試験場筑後分掲いぐさ部会成績概要香
２６１

３６２
’６２年度福岡県農業総合試験場筑後分勘いぐさに関する賦験成綴番
０ 63年度 福岡県農業総合試験場筑後分場いぐさ加工に関する賦験成績番


